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対西洋認識における共通点を論じた第一章、新渡戸の『BUSHIDO：The Soul of Japan』が西洋
の読者に対して日本の「伝統」思想の存在を説く側面だけでなく、近代日本人の「人格形成」を
目的とするものでもあったことを論じた第二章から成っている。 
 第二部は、新渡戸の信仰および宗教観における「神秘主義」的傾向を資料に即して確認し、カ
ーライル・エマソン・クエーカーなどの影響を視野に入れ、近代日本の精神史上に位置づけた第
一章、新渡戸の信仰および宗教観の背景に、幼年時代の「神道」体験があり、それが晩年に「神
道」の再発見として自覚されるまでの過程をたどった第二章から成っている。 
 第三部は、本論文の中心概念である「人格形成」について、新渡戸が東西の比較を意識しなが
ら、「人格形成」における「道徳」と「宗教」の役割を重視していたことを論じた第一章、新渡
戸の「人格形成」論の特色と現代的意義がもっともよく表れている女子教育観を網羅的に論じた
第二章から成っている。 
 第四部は、新渡戸の植民論に対する批判的見解をふまえつつ、新渡戸の植民論に貫いている「人
格形成」論的側面を考察した第一章、新渡戸の蘭領東印度（インドネシア）観を、彼の台湾植民
観との関連もふくめて論じた第二章から成っている。 
 本論文は、新渡戸の多方面にわたる思想的活動を多角的に考察し、それを「人格形成」論とい
う観点から綜合的に再構成しようと試みることによって、従来看過されがちであった新渡戸の思
想のいくつかの側面を明らかにすることに成功している。 
農政論（「地方学」）に対する検討の欠如、「人格形成」論自体のヨリ踏み込んだ考察の不足、
また先行研究にたいする本論の位置づけ方における姿勢、考察内容を適確に伝える叙述技術な
ど、今後の研鑽の余地を残すところもあるが、新渡戸稲造の思想の全体像に対する理解を深め、
特に海外からの新渡戸理解を格段に発展させるものとして、本論文の成果が斯学の発展に寄与す
るところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
